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「自己資本比率」とは、貸出金など金融機関の保有する資産（各資産につい
てそれぞれのリスクの割合に応じて一定率を乗じたもの）に対する自己資本の
割合で、金融機関の健全性・安全性を表す指標です。信用金庫の自己資本
比率は、法令により国内基準である4%以上であることが求められています。
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金融再生法上の不良債権の状況
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自己資本額と自己資本比率

●要管理債権
　「三月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。
●危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、
契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権
です。
●破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破
綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

用 語 解 説

●経常利益
　業務利益に株式の売却損益や不良債権の償却に要した費用等を加減したもので
　あり、金融機関の経常的な営業活動の成果を表しています。
●当期純利益
　経常利益に特別利益と特別損失を加減し、法人税等を控除した最終的な利益の
　ことです。

用 語 解 説

業績等の推移

地 域 の お 客 さま

会員13,300名

創立　	 1950年（昭和25年）8月1日
本部所在地　	 枚方市岡東町19番1号ステーションヒル枚方17階
本店所在地　	 枚方市岡東町12番1号サンプラザ1号館1階
店舗数　	 20ケ店
店外ATM　	 14ケ所
常勤役職員数	 323名
	  （2026年3月31日現在）

枚方
信用金庫

経営理念

基本方針
❶ 地域社会の発展に寄与する
❷ 奉仕精神に徹する
❸ 役職員一丸となる
❹ 共存共栄をはかる
❺ 健全をむねとする

ひらしんと地域社会

貸出金
2,530
億円

ご融資・地域貢献・
支援サービス

出資金
11
億円

預金
5,240
億円

トップメッセージ

相互扶助の理念のもと、地域に根差した金融機関として
未来に向かって人と地域をつなぎ、持続的な成長とともに
地域社会の発展に貢献する信用金庫を目指します。

　平素は格別のお引き立てを賜り、誠にありがとうございます。ここに、
当金庫第76期の事業概況をご報告申し上げます。
　2025年度を顧みますと、世界情勢は第2次トランプ政権が誕生し、
大規模な関税措置を行った結果、世界経済は攪乱し一時不透明感が漂
いました。後半にかけましては、生成AIブームにより株価は上昇基調と
なり、世界市場も株高に転じたものの、中東情勢の悪化により原油価格
が高騰し、世界経済への懸念が一気に高まるなど、良くも悪くもアメリカ
を中心に世界が回る年度となりました。
　国内に目を向けますと、国会の首班指名により高市早苗氏が日本初の
女性総理となりました。また、大阪・関西万博が開催され、大阪市内を中
心に観光客が増え、活気と高揚感に包まれていました。金融環境におい
ては、日本銀行がさらなる利上げを実施したほか、日経平均株価の史上
最高値更新、幅広い分野でインフレ傾向が見受けられました。さらに、前
年度に引き続き、大手企業を中心に高水準の賃金上昇トレンドは継続して
おり、日本の経済社会全体が新たな循環のフェーズへと入ってきております。
　しかし、実質賃金は依然としてマイナス圏の状態を推移しており、地
域の事業者さまにおかれましても、物価および金利上昇、円安、人手不
足、人件費増加等により、厳しい経営環境が続いていることを実感され
ている方も多いものと思われます。また、地域全体では、人口減少や廃
業による事業所減少といった継続的な課題を抱えています。私たちはこ
うした地域の皆さまの課題やお困り事に対し、耳を傾け、各自治体、商
工会議所など、地域の方々と連携し、解決に導いていくことにより、こ
れからも地域経済の発展に努めてまいります。
　当金庫を取り巻く経営環境も決して楽観できるものではありませんが、
2025年度におきましては15億86百万円の当期純利益を計上することが
できました。これもひとえに地域の皆さまのご支援の賜物と心より感謝申
し上げます。私たちは今後も健全経営のもと、この地域の未来に向かっ
て、地域経済の持続的な成長、そして皆さまの安定した生活基盤の構築
に向け、役職員一丸となって取り組んでまいります。今後とも皆さまには
引き続き温かいご支援・ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

2026年6月

会長　吉野　敬昌 理事長　大川　洋司
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2025年4月
◦�地域観光の活性化プロジェクト淀川舟運を実施しました。
◦�ひらしん若手経営者の会「経営セミナー」を開催しました。
◦�東海道五十七次ウォーキングイベント（第1弾枚方宿ウォーキング）を実
施しました。
2025年6月
◦�第13回大阪府内信用金庫合同「ビジネスマッチングフェア2025」を開
催しました。
◦�第12回創業祝い金贈呈式を実施しました。
2025年7月
◦�創立75周年決起大会を開催しました。
◦�ひらしん若手経営者の会「経営セミナー」を開催しました。
◦�創立75周年記念事業「感謝の集い」を開催しました。
2025年8月
◦�創立75周年を迎え、記念事業として北河内7市、各公共団体へ寄贈を行
いました。
◦�大阪国際大学にてインターンシップ授業を行いました。
2025年9月
◦�総代親睦研修旅行「のと和倉温泉・観光と復興支援の旅」を開催しました。
◦�創立75周年記念事業「2025大阪・関西万博ツアー」を開催しました。
2025年10月
◦�ひらしん健康ステーションLINEを開設しました。
◦�第15回ひらしん年金友の会1泊2日旅行「東海道五十七次　静岡の歴史街
道と自然満喫の旅」を開催しました。
◦�東海道五十七次ウォーキングイベント（第2弾守口宿ウォーキング）を実
施しました。
◦�「第15回ひらしん年金友の会落語会」を開催しました。
◦�創立75周年記念事業「第5回ひらしん美術展　ひらしん東海道五十七次
『四宿場＋高麗橋』を巡る街ぶら写真コンテスト」を開催しました。
2025年11月
◦�第130回ひらしん旅行会　創立75周年特別企画「天草キリシタン文化に
触れる深秋の南九州浪漫紀行」を開催しました。
◦�関西外国語大学と包括連携協定を締結しました。
◦�「第10回北河内7市地方創生活性化会議」（K7サミット）を開催しました。
◦�「第4回出会いのサンセットクルーズ～中之島（毛馬閘門・淀川ゲート
ウェイ）クルージング～」を開催しました。
2025年12月
◦�ひらしん若手経営者の会「経営セミナー」を開催しました。
◦�創立75周年記念事業「OSK日本歌劇団トップスター翼和希枚方PR大使凱
旋公演」を共催しました。
◦�日本赤十字社より金色有功章を拝受いたしました。
2026年1月
◦�WEB相談専門家・当庫取引先企業の顧問税理士向け「企業価値担保権と
活用方法を知ろう！」セミナーを開催しました。
2026年2月
◦�ひらしん若手経営者の会「視察研修会」を開催しました。
◦�創立75周年記念事業「関西フィルハーモニー管弦楽団ひらしんコンサー
ト」を開催しました。
2026年3月
◦�第16回ひらしん年金友の会日帰り旅行「東海道五十七次　三重の歴史街
道と宿場町を訪ねる旅」を開催しました。
◦�東海道五十七次枚方ステーションが開所しました。
◦�2025年度「地方創生に資する金融機関等の特徴的な取組事例」に当金庫
を含む4信用金庫による『東海道五十七次を核とした広域連携型地域課題
解決支援』が選定・表彰されました。
◦�地域観光の活性化プロジェクト淀川舟運を実施しました。

2025年度「地方創生に資する金融機関等の特徴的な取
組事例」に当金庫を含む4信用金庫による『東海道
五十七次を核とした広域連携型地域課題解決支援』が
選定・表彰されました。
　2026年3月13日、内閣府（地方創生推進事務局）による2025年
度「地方創生に資する金融機関等の特徴的な取組事例」において、当
金庫を含む4信用金庫（当金庫、京都中央信用金庫、京都信用金庫、
大阪シティ信用金庫）による共同事業『東海道五十七次を核とした広
域連携型地域課題解決支援』が選定され、内閣府特命担当大臣（地方
創生）より表彰されました。
　本表彰制度は、2015年度から開始されたもので、全国の金融機関
等による地方創生に向けた取組みを国が評価するものです。本年度は、
全国から810件の事例が寄せられましたが、有識者の意見などを踏ま
えた厳正な審査の結果、特に優れた8事例の一つとして、当金庫を含
む4信用金庫の取組みが選定されました。
　本事例は、江戸時代の宿場町としての歴史を持つ「守口・枚方・
淀・伏見」の四宿と高麗橋を結ぶ東海道五十七次の歴史的価値を再発
見し、広域的なネットワークで地域活性化を図るものです。具体的な
活動として、淀川を活用した舟運事業（淀川舟運の復活）をはじめ、
街道を巡るウォーキングイベント、写真コンテストおよび美術展の開
催等を多角的に実施いたしました。これらの活動を通じ、観光振興・
健康促進・地域文化の継承を同時に推進する、独自の地方創生モデル
を展開しております。
　当金庫が本制度において選定を受けるのは、今回で3年連続6回目
となります。これは、当金庫の地域貢献活動が継続して高い水準にあ
ることを、国から改めて評価を頂いた結果と考えております。
　当金庫は今後も北河内7市を営業エリアの中心とする地域金融機関
として、自治体および地域のステークホルダーと密接に連携し、積極
的に地方創生に取組んでまいります。

関西外国語大学と枚方信用金庫が包括連携協定を締結
しました。
　当金庫は、2025年11月11日に地域社会の持続的発展と活性化を目
的として、学校法人関西外国語大学と包括連携協定を締結しました。
　本協定を通じて、大学が持つ教育・研究機能と、当金庫の地域ネット
ワークを融合させ、まちづくりや地域産業の振興、文化・教育の向上に
向けた相互協力を推進します。
　当金庫は今後も地域の学術機関との連携をより一層深めることで、地
域の課題解決に寄与し、豊かで活力のある地域社会の実現に貢献してま
いります。

連携分野

⑴　東海道五十七次と淀川舟運による観光振興

を通じた観光地域の魅力向上支援

⑵　北河内7市における地域活性化の支援

⑶　地域社会の発展を担う人材の育成

⑷　インバウンド観光の推進支援

⑸　その他、本協定の目的を達成するために必

要と認められる事項

創立75周年記念事業「感謝の集い」を開催しました。
　当金庫は、創立75周年の節目を記念し、2025年7月24日に枚方市総
合文化芸術センター関西医大大ホールにて、当金庫創立75周年記念事
業「感謝の集い」を開催しました。
　当日は、創立以来多大なるご支援をいただいている地域のお客さまや
関係者約1,000名をご招待し、寄贈式典（地方公共団体や商工会議所、
消防組合、スポーツ協会、観光協会へ寄贈）や華やかなステージイベン
ト（アルパの演奏やOSK日本歌劇団による歌唱）を通じて、金庫をあ
げて感謝の意をお伝えしました。
　当金庫は、長年にわたり本業である金融面で地域の皆さまの経済活動
を支えつつ、金融面以外においても地元の公共団体や経済団体等と連携
し、地域活性化のために役職員一同日々の研鑽を重ね、多様な取組みを
行ってきました。今後も、この75周年を通過点とし、来るべき80周年、
100周年に向けて、堅実経営を基に、地域経済の持続的な成長および発
展、そしてお客さまの安定した生活基盤の構築に向け、役職員一丸と
なって取組んでまいります。

日本赤十字社より金色有功章を拝受しました。
　当金庫は、2025年12月1日に日本赤十字社より金色有功章を拝受しました。
　この金色有功章は、「献血推進運動に20年以上継続的に取組み、地域に
おける献血の普及に貢献している」団体に贈られるもので、地域の皆さまと
ともに当金庫役職員が献血活動に取組んできたことが表彰されたものです。
　当金庫は今後も地域金融機関として地域の皆さまと連携し、一人でも多
くの方に関心を持っていただけるよう、献血活動の推進および普及に取組
んでまいります。

1年間のできごと トピックス トピックス

1年間のできごと・トピックス トピックス
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科目 金額（百万円）

資産の部
現金 3,019
預け金 172,585
買入金銭債権 602
有価証券 116,961
　国債 6,905
　地方債 26,664
　社債 44,883
　株式 2,117
　その他の証券 36,390
貸出金 253,045
　割引手形 191
　手形貸付 995
　証書貸付 246,328
　当座貸越 5,530
その他資産 3,766
　未決済為替貸 422
　信金中金出資金 2,279
　その他出資金 19
　前払費用 0
　未収収益 851
　その他の資産 192
有形固定資産 6,386
　建物 2,490
　土地 3,473
　リース資産 8
　建設仮勘定 3
　その他の有形固定資産 411
無形固定資産 54
　ソフトウェア 44
　その他の無形固定資産 10
前払年金費用 90
繰延税金資産 2,504
債務保証見返 673
貸倒引当金 △1,034
　（うち個別貸倒引当金） （△951）
資産の部合計 558,655

科目 金額（千円）
経常収益 8,888,525
　資金運用収益 7,756,583
　　貸出金利息 5,606,136
　　預け金利息 819,560
　　有価証券利息配当金 1,275,702
　　その他の受入利息 55,183
　役務取引等収益 779,051
　　受入為替手数料 263,087
　　その他の役務収益 515,964
　その他業務収益 54,459
　　国債等債券売却益 20,659
　　その他の業務収益 33,799
　その他経常収益 298,431
　　償却債権取立益 3,838
　　株式等売却益 233,767
　　その他の経常収益 60,825
経常費用 6,640,366
　資金調達費用 1,422,718
　　預金利息 1,381,966
　　給付補填備金繰入額 5,173
　　借用金利息 34,323
　　その他の支払利息 1,256
　役務取引等費用 333,146
　　支払為替手数料 61,406
　　その他の役務費用 271,740
　その他業務費用 248,865
　　国債等債券売却損 248,117
　　その他の業務費用 747
　経費 4,361,419
　　人件費 2,785,439
　　物件費 1,411,110
　　税金 164,869
　その他経常費用 274,215
　　貸倒引当金繰入額 77,873
　　貸出金償却 16,240
　　株式等償却 27,094
　　その他資産償却 45,235
　　その他の経常費用 107,770
経常利益 2,248,159
特別利益 1,926
　固定資産処分益 1,926
特別損失 99,852
　固定資産処分損 14,947
　周年記念事業に伴う特別損失 84,904
税引前当期純利益 2,150,233
　法人税、住民税及び事業税 565,705
　法人税等調整額 △ 2,452
法人税等合計 563,253
当期純利益 1,586,979
繰越金（当期首残高） 3,973,466
周年記念事業積立金取崩額 84,904
当期未処分剰余金 5,645,351

科目 金額（百万円）
負債の部
預金積金 524,039
　当座預金 5,812
　普通預金 229,829
　貯蓄預金 169
　通知預金 4,901
　定期預金 271,794
　定期積金 8,494
　その他の預金 3,037
借用金 4,765
　借入金 4,765
その他負債 2,783
　未決済為替借 241
　未払費用 1,307
　給付補填備金 4
　未払法人税等 487
　前受収益 188
　払戻未済金 17
　払戻未済持分 2
　職員預り金 254
　リース債務 8
　資産除去債務 6
　その他の負債 264
賞与引当金 179
退職給付引当金 462
役員退職慰労引当金 226
睡眠預金払戻損失引当金 50
偶発損失引当金 83
債務保証 673
負債の部合計 533,262
純資産の部
出資金 1,112
　普通出資金 1,112
利益剰余金 29,171
　利益準備金 1,161
　その他利益剰余金 28,010
　　特別積立金 22,365
　　（経営基盤強化積立金） （4,000）
　　（周年記念事業積立金） （115）
　　（機械化投資積立金） （200）
　　（店舗新改築積立金） （300）
　　当期未処分剰余金 5,645
処分未済持分 △10
　会員勘定合計 30,273
その他有価証券評価差額金 △4,880
　評価・換算差額等合計 △4,880
純資産の部合計 25,392
負債及び純資産の部合計 558,655

貸借対照表 （2026年3月31日現在） 損益計算書 剰余金処分自　2025年4月  1日
　至　2026年3月31日

科目 金額（円)

当期未処分剰余金 5,645,351,025

　これを下記のように処分いたします。

剰余金処分額 2,107,040,941

普通出資に対する配当金(年 2.0%) 22,136,074
特別積立金 2,084,904,867
（うち周年記念事業積立金） （84,904,867）

繰越金（当期末残高） 3,538,310,084

　以上は第76期業務の要項の報告であります。
2026年6月23日

会 長 吉 野　敬 昌
理 事 長 大 川　洋 司
常 務 理 事 阪 本　和 宏
理 事 斧 渕　裕 史
理 事 永 瀬　昌 彦
理 事 一貫田　  徹
理 事 村 田　幹 雄
理 事 富 田　雅 弘
非常勤理事 田 村　雅 博（職員外理事）

　上記各項の正確なることを認めます。
監 事 東 　　俊 弘
非常勤監事 道 越　清 樹
非常勤監事 松 下　史 生（員外監事）

貸借対照表 損益計算書及び剰余金処分
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地域をつなぐ《ひらしん》のネットワーク
本部	 枚方市岡東町19-1ステーションヒル枚方17階	 072(841）1172	 (大代)
本店営業部	 枚方市岡東町12-1 サンプラザ1号館1階（仮店舗）	072(841）1171	 （代）
寝屋川支店	 寝屋川市初町６-28	 072(821）4647	 （代）
守口支店	 守口市桜町5-5	 06(6991）3833	 （代）
牧野支店	 枚方市牧野阪2丁目9-15-103	 072(856）1531	 （代）
大和田支店	 門真市野里町4-13	 072(881）3481	 （代）
四条畷支店	 大東市明美の里町4-6	 072(877）1551	 （代）
枚方公園前支店	 枚方市堤町3-24	 072(843）5137	 （代）
くずは支店	 枚方市楠葉花園町12-2	 072(856）8601	 （代）
忍ヶ丘支店	 四條畷市岡山東2丁目1-32	 072(879）1331	 （代）
交野支店	 交野市私部西1丁目4-20	 072(891）0131	 （代）
家具町支店	 枚方市長尾家具町1丁目7-11	 072(868）5111	 （代）
津田支店	 枚方市津田駅前1丁目2-2	 072(859）0101	 （代）
光善寺駅前支店	 枚方市北中振2丁目1-24	 072(834）8811	 （代）
甲斐田支店	 枚方市甲斐田東町1-12	 072(840）3588	 （代）
星丘支店	 枚方市星丘2丁目22-47	 072(840）1250	 （代）
長尾支店	 枚方市長尾荒阪1丁目3866-6	 072(850）0112	 （代）
東香里支店	 枚方市高田2丁目25-50	 072(852）7001	 （代）
寝屋川西支店	 寝屋川市黒原城内町31-10	 072(838）7711	 （代）
門真東支店	 門真市下馬伏町26-11	 072(884）1571	 （代）
守口東支店	 守口市西郷通4丁目3-8	 06(6996）2231	 （代）

店外ATMコーナー
本店営業部	 岡東町出張所 （旧本店営業部）	 枚方市岡東町14-36
本店営業部	 関西医科大学附属病院出張所	 枚方市新町2丁目3-1
本店営業部	 御殿山出張所	 枚方市御殿山町2-1-1
本店営業部	 岡本町出張所	 枚方市岡本町7-1-107
本店営業部	 枚方市駅出張所	 枚方市岡東町19-14
寝屋川支店	 寝屋川駅前出張所	 寝屋川市八坂町15-6
	 ※建替工事の為、一時閉鎖中
牧野支店	 牧野駅出張所	 枚方市牧野阪2丁目4-2
くずは支店	 東山出張所	 枚方市東山2丁目46-1
くずは支店	 かごの屋くずは店出張所	 枚方市北船橋町29
忍ケ丘支店	 イオンモール四條畷出張所	 四條畷市砂4丁目3-2
交野支店	 ＪR河内磐船出張所	 交野市森南1-6
光善寺駅前支店	 ライフ香里園店出張所	 寝屋川市香里新町28-3-1
長尾支店	 ＪR長尾駅前出張所	 枚方市長尾元町5丁目21-5
東香里支店	 トナリエ星田出張所	 交野市星田北6丁目15-1

金融円滑化苦情・相談窓口　フリーダイヤル　0120（414）051

ユニバーサルデザイン（UD） の
考え方に基づき、より多くの人
に見やすく読みまちがえにくいデ
ザインの文字を採用しています。

新商品のご案内等の最新情報は《ひらしん》ホームページをご覧ください
https://www.hirakata-shinkin.co.jp 検索

この冊子は環境にやさしい植物
油インキを使用しています。

▪≪ひらしん≫ホームページはこちら


